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悛
徳
堂
の
藤
塚
氏
か
ら
淀
川
交
通
史
に
興
味
深
き
三
十
石
船
と

く
ら
わ
ん
か
舟
の
寄
稿
を
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
三
十
石
船
に
就

て
は
、
古
い
と
こ
ろ
で
は
「
大
阪
市
史
」
に
片
鱗
が
戟
つ
て
い
る

し
、
近
く
は
黒
笏
矢
治
郎
氏
の
「
近
祉
交
通
史
研
究
」
に
網
齊
史

的
な
研
究
が
痰
表
さ
れ
、
更
に
同
氏
は
「
枚
方
市
史
」
に
も
執
筆

さ
れ
た
。
私
も
文
學
的
に
此
船
を
扱
っ
て
「
枚
方
市
史
」
に
戟
せ

た
。
く
ら
わ
ん
か
舟
に
就
て
は
「
上
方
」
昭
和
十
二
年
七
月
貌
に

高
木
隆
氏
が
査
料
を
疲
表
さ
れ
、
東
光
治
氏
は
「
枚
方
市
史
」
に

考
證
を
も
の
さ
れ
た
。
私
も
文
學
的
に
「
淀
川
文
化
史
叢
考
」
に

聯
か
記
し
た
。
其
後
新
査
料
を
見
る
に
従
い
、
ノ
ー
ト
を
作
っ
て

居
る
の
で
、
呟
に
雨
船
の
概
説
と
近
祉
文
學
に
現
虹
た
一
部
分
を

紹
介
す
る
。

諮
府
免
許
の
淀
川
交
通
観
闘
と
し
て
其
獨
占
焚
業
を
三
百
年
間

織
綾
し
て
い
た
三
十
石
船
は
喜
門
語
で
は
三
十
石
過
書
船
と
い

う
。
こ
れ
は
淀
川
を
上
下
し
た
唯
一
の
定
期
交
通
観
闘
で
あ
っ

て
、
そ
の
乗
客
に
飲
食
物
を
販
衷
し
た
の
が
、
枚
方
の
く
ら
わ
ん

か
舟
で
あ
る
。
そ
仇
で
此
附
船
は
親
子
の
闘
係
に
あ
り
相
即
不
離

の
朕
態
に
あ
っ
た
。
大
阪
の
住
吉
大
祉
に
は
三
十
石
船
所
有
者
並

に
船
頭
か
ら
獄
じ
た
石
焼
節
が
今
も
敷
基
残
っ
て
い
る
。
く
ら
わ

ん
か
舟
は
一
名
、
茶
舟
と
も
稲
し
こ
れ
も
住
吉
大
社
に
石
荒
節
が

見
ら
仇
る
。
三
十
石
船
は
明
治
初
期
に
は
尚
螢
業
を
絞
け
外
輪
の

蒸
汽
船
が
出
蜆
し
て
か
ら
は
廣
業
し
て
共
地
位
を
誤
っ
た
。
し
か

し
曳
船
と
し
て
汽
船
に
曳
航
さ
仇
貸
物
船
と
な
り
、
叉
稀
に
は
遊

覧
船
と
し
一
J

、
川
下
り
に
利
用
さ
虹
て
い
た
。
現
在
で
も
此
方
面

の
注
文
は
尚
つ
づ
い
て
い
る
。
一
方
く
ら
わ
ん
か
舟
は
全
く
姿
を

消
し
、
枚
方
名
物
く
ら
わ
ん
か
餅
に
其
名
を
止
め
、
別
名
茶
州
餅

も
壺
ら
虹
て
い
る
。

い
つ
の
時
代
で
も
獨
占
賢
業
ぱ
儲
か
る
の
で
あ
る
、
現
に
聾
、

慨
草
、
回
鐵
、
配
雷
、
等
し

t

。
そ
こ
で
中
枇
で
も
ギ
ル
ド
的
な

座
が
各
地
に
無
敗
に
疲
生
し
て
利
欄
の
追
及
に
覇
を
争
っ
た
。
淀

川
交
通
に
誰
が
此
好
條
件
花
見
逃
そ
う
。
始
め
て
淀
川
筋
の
三
十

石
船
に
免
許
を
典
え
ら
虹
た
の
は
天
正
年
間
で
河
村
興
三
郎
、
木

淀
川
三
十
石
船
マ
J

く
ら
わ
ん
か
舟

淀
川
―
―
―
十
石
船
と
く
ら
わ
ん
か
舟

音

代

節

雄

， 
/‘ 



淀
川
―
―
―
十
石
船
と
く
ら
わ
ん
か
茄

村

孫

三

郎

の

附

人

が

過

害

船

支

配

と

た

り

、

に

至

っ

て

河
村
呉
三
右
拗
門
、
木
村
宗
右
悩
門
に
代
り
、
元
和
尼
年
に
は
河

村
氏
に
代
つ
マ
J

角
倉
輿
一
が
過
書
奉
行
に
任
じ
た
。
殷
長
八
年
の

徳
川
家
限
の
朱
印
朕
、
同
十
七
年
の
徳
川
秀
忠
の
黒
印
朕
が
大
阪

市
史
に
載
つ
一
J

い
る
が
、
現
物
は
詞
に
失
わ
虹
、
葛
の
社
で
3
3
つ

た
が
、
唯
一
の
文
獣
で
あ
る
か
ら
左
に
轄
叔
す
る
。

柴
t
,1 

一
大
坂
他
法
尼
ケ
綺
山
城
川
伏
見
上
下
仕
過
害
船
、
御
公
用
と
し

て

年

中

に

銀

子

武

百

枚

可

致

運

上

班

・

一
公
侭
御
用
公
事
船
之
事
、
如
有
来
川
通
船
番
折
t

仕
可
出
之

.，ャ吋
一
奉
公
人
之
船
二
者
述
賃
不
可
取
之
、
但
、
商
沢
物
於
秋
者
相
改
、

材
木
於
秋
来
者
奉
公
人
屋
敷
之
門
へ
龍
―
―
可
取
之
、
材
木
屋
へ

逍
間
敷
寡

二
瓜
拾
石
船
之
運
賃
、
銀
子
五
買
目
宛
可
取
之
、
船
大
小
雖
有
之

蓮
賃
ハ
右
之
煎
拾
石
船
二
應
シ
可
取
之
事

一
底
行
之
運
賃
、
右
可
為
同
前
事

一
下
り
船
之
上
米
者
咸
割
取
て
下
シ
可
巾
事

一
新
過
書
三
拾
登
人
―
―
船
笠
艘
宛
の
せ
可
申
事

右
之
條
，
被
定
説
詑
、
若
此
外
船
持
酎
商
人
、

可
被
加
御
成
敗
者
也

八
年
十
月

一日

非
分
於
巾
揖
者

右
の
仰
認
が
秀
111芦
に
よ
つ
て
更
に
の
如
く

大
坂
偲
法
尼
、
グ
綺
山
城
川
伏
見
上

長
八
年
十
月
二
日
岬
朱
印
之
旨

十
七
年
三
月
廿
一
日

右

の

と

、

淀

川

筋

の

免

許

船

は

卯

用

金

と

し

／

J

一
年
に
二
百
枚
翌
胃
へ
支
彿
わ
な
け
仇
ば
な
ら
な
か
つ

唇
又
舟
波
に
は
順
番
制
で
應
す
る
こ
と
、
尚
奉
公
人
は
特

別
扱
い
さ
仇
，
材
木
に
は
制
限
が
あ
っ
て
運
賃
も
高
か
っ
た
。

二
十
石
舶
の
賃
は
銀
子
五
買
目
で
あ
っ
た
か
ら
之
が
椋
準
と
な

り
、
従
っ
て
三
十
石
船
は
七
買
五
百
で
あ
る
。
下
り
船
に
尉
し
二

割
の
公
諜
は
飴
分
高
い
。
行
免
許
船
は
三
十
一
人
乗
で
あ
る
。
露

永
三
年
十
一
月
の
制
札
に
は
八
軒
家
か
ら
枚
方
ま
で
の
上
り
舟
石

船
の
運
賃
ほ
借
切
七
匁
八
分
、
乗
合
一
人
に
つ
き
十
五
文
で
あ
っ

た
。
下
り
は
伏
見
か
ら
枚
方
ま
で
梢
切
一
匁
七
分
、
乗
客
一
人
に

つ
き
四
文
で
あ
っ
た
。
大
坂
伏
見
間
上
り
借
切
三
十
五
文
乗
客
一

人
十
七
文
で
下
り
は
借
切
四
匁
四
分
、
乗
客
一
人
十
文
で
あ
っ

御
朱
印

9. 

ノ‘

河
村
輿
三
右
衛
門

木
村
宗
右
衛
門

河
村
卑
三
右
衛
門

木
村
宗
右
衛
門



た
。
享
俣
九
年
九
月
の
改
定
に
は
培
額
さ
虹
上
り
借
切
枚
方
ま
で

十
一
匁
七
分
、
通
行
祝
五
分
と
な
っ
た
。
勿
論
間
運
賃
は
厳
菫
に

取
締
っ
た
。
舟
石
船
の
定
且
は
大
慌
廿
八
人
、
船
頭
四
人
が
定
り

で
上
り
は
一
日
又
は
一
夜
、
下
匂
は
半
日
で
あ
る
。
制
札
所
は
大

坂
、
尼
綺
、
伏
見
、
枚
方
で
天
仇
五
年
十
二
月
十
七
日
連
賃
伯
上

巾
謡
書
が
出
さ
炒
た
。
蜆
在
の
ト
ラ
ッ
ク
の
稔
間
所
の
如
く
、
淀

川
筋
に
は
監
属
の
役
人
が
詰
め
て
居
て
伏
見
、
淀
、
橋
本
、
枚
方

平
田
、
大
坂
に
船
番
所
が
設
け
ら
肛
、
京
都
に
は
過
書
會
所
が
あ

っ
た
。
船
番
所
の
役
人
は
五
十
四
人
、
役
名
は
元
締
役
、
過
害
船

番
所
詰
、
過
害
座
年
寄
、
年
寄
格
、
役
人
、
船
場
改
役
、
手
代
、

手
代
格
、
組
顕
、
組
頭
格
、
勘
定
方
格
、
勘
定
方
介
役
と
い
う
の

が
萬
延
元
年
の
闊
令
通
牒
に
見
え
る
。
留
倉
、
木
村
附
家
の
元
締

は
焚
ら
な
い
。
三
十
石
舶
は
上
り
に
は
網
を
つ
け
て
曳
い
て
上
つ

た
の
で
あ
る
。

く
ら
わ
ん
か
茄
の
査
料
は
案
外
少
い
。
旭
堂
南
陵
の
講
談
で
有

名
な
難
涙
戦
晶
の
く
ら
わ
ん
か
船
の
由
来
に
よ
る
と
偲
川
秀
忠
を

助
け
た
舶
頭
平
六
が
元
祖
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
ま
で
信
用
出

来
る
か
疑
わ
し
い
。
偲
説
で
は
徳
川
家
康
と
大
久
俣
疹
左
衛
門
の

危
絋
を
助
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
り
、
秀
巾
心
と
安
藤
治
右
御
門

に
な
っ
た
り
し
て
甑
し
で
あ
る
。
地
元
の
枚
方
に
も
有
力
な
査
料

が
喚
見
さ
れ
す
、
柱
本
の
棠
間
家
に
あ
る
の
が
唯
一
か
も
知
紅
ぬ

が
、
そ
の
由
来
書
に
よ
る
と
同
家
は
淀
川
茄
述
に
は
古
く
か
ら
闘

浣
川
―
―
―
十
右
組
と
く
ら
わ
ん
か
舟

係
が
あ
り
、
近
戦
に
至
っ
て
は
山
綺
合
戦
、
方
廣
寺
大
佛
建
立
の

時
並
に
大
坂
肺
、
朝
鮮
使
節
来
朝
の
際
に
も
、
運
輯
に
識
力
し

た
°
宵
裏
十
一
一
年
九
月
柱
本
か
ら
源
三
郎
と
い
う
者
が
一
隻
の
茶

船
と
共
に
枚
方
に
移
轄
し
た
。
こ
仇
が
枚
方
く
ら
わ
ん
か
脅
の
起

源
で
あ
る
と
謡
く
。
か
く
て
柱
本
か
ら
分
派
し
た
枚
方
の
茶
舟

は
、
共
に
淀
川
筋
の
飲
食
物
販
沢
獨
古
椛
を
握
り
、
他
者
の
介
入

は
町
奉
行
及
角
倉
、
木
村
附
家
よ
り
差
留
め
る
こ
と
を
得
た
。
か

4

る
間
に
枚
方
の
く
ら
わ
ん
か
船
は
地
の
利
を
得
て
益
、
繁
榮
し

柱
本
花
駆
す
る
に
至
っ
た
。
吾
人
の
想
像
か
ら
出
る
結
論
と
し
て

は
、
三
十
石
船
乗
客
の
要
求
す
る
飲
食
物
を
供
給
す
る
者
の
出
現

す
る
の
は
自
然
の
敗
で
あ
る
。
呟
に
叉
利
潤
を
追
求
し
て
販
衷
柿

の
獨
占
が
問
題
と
な
り
そ
れ
を
め
ぐ
つ
て
紛
争
が
生
じ
る
。
そ
虹

で
自
己
の
焚
業
を
柿
威
す
け
る
た
め
に
は
其
起
源
窯
蛉
府
の
総
政

者
の
許
可
に
結
び
付
け
る
の
は
是
亦
人
情
の
然
ら
し
め
る
所
で
あ

唸
故
に
大
坂
方
の
鱈
田
幸
村
や
後
籐
又
兵
衛
の
如
言
ヵ
狩
に
追

撃
せ
ら
仇
た
狩
軍
や
副
狩
軍
の
危
難
を
救
う
た
と
い
う
抜
群
の
功

紐
花
共
始
祖
の
功
紐
と
し
て
吹
泥
し
将
軍
よ
り
販
虚
凸
樅
並
に
買
凱

の
油
に
/
J

も
担
亨
は
言
語
の
使
用
を
許
さ
仇
た
と
説
く
に
至
っ
た

の
で
あ
ら
う
。
将
軍
秀
忠
よ
り
船
頭
平
六
に
賜
っ
た
と
い
う
墨
付

な
る
も
の
の
口
偲
は
勿
論
伯
す
る
債
値
は
な
い
。
親
在
柱
本
に
葛

僻
が
あ
っ
て
、
僻
商
に
「
買
政
七
年
八
月
十
一
日
逝
去
杉
山
平
六

是
光
易
往
院
致
格
禅
齋
」
と
あ
る
由
人
仰
に
間
い
た
が
、
是
を
く

六
四



淀
川
一
二
十
石
船
と
く
ら
わ
ん
か
舟

ら
わ
ん
か
の
応
祖
と
と
年
代
が
除
り
に
祈
し
過
ぎ
、
後
人
が

膀
手
に
建
（
エ
た
供
養
塔
で
あ
ら
う
。
く
ら
わ
ん
か
舟
が
船
客
用
に

出
し
た
く
ら
わ
ん
か
茶
碗
は
現
在
、
皿
も
沿
の
み
で
も
、
好
哨
家

の
間
に
珍
軍
さ
れ
て
い
る
。
以
上
簡
箪
に
制
限
紙
敷
内
で
三
十
石

船
と
く
ら
わ
ん
か
舟
と
の
由
来
と
経
過
花
概
説
し
た
。
ま
だ
少
し

餘
裕
が
あ
る
の
で
附
船
の
文
翠
花
略
述
す
る
。

近
懺
文
學
に
蜆
れ
る
も
の
は
汗
牛
充
棟
ロ
ハ
な
ら
ず
で
あ
る
。
そ

の
中
蚊
も
輿
味
か
る
の
は
十
返
舎
一
九
の
東
悔
道
中
膝
栗
毛
の
描

邸
で
あ
る
。
六
氾

こ
4

に
東
の
都
、
誹
田
の
八
丁
堀
に
住
朽
姉
次
郎
兵
衛
北
八

と
い
へ
る
二
人
述
の
な
走
け
も
の
・
・
・
・
や
が
て
伏
見
の
京
橋
に

い
た
り
け
る
に
、
日
も
四
に
か
た
ぶ
き
、
往
末
の
人
足
は
や
く
下

り
間
の
人
花
集
訂
る
船
頭
の
厚
竹
や
か
ま
し
く
、
「
サ
ア
／
＼

今
出
る
船
ち
ゃ
。
乗
ら
ん
せ
ん
か
。
大
阪
の
八
軒
家
ぢ
や
。
乗

て
行
ん
せ
ん
か
い
。
」
弧
「
〈
、
ア
、
こ
れ
が
か
の
淀
川
の
夜
船

だ
な
°
ナ
ン
ト
北
八
、
京
か
ら
先
へ
見
物
す
る
つ
も
り
で
末
た

が
、
い
つ
そ
の
こ
と
此
船
に
乗
？
ェ
、
大
阪
か
ら
先
へ
や
ら
か

さ
う
か
。
」
北
「
そ
れ
も
よ
か
ら
う
。
モ
、
ン
乗
合
も
あ
り
や
す

か
。
」
吐
ん
ど
う
「
さ
う
さ
か
い
の
。
乗
る
な
ら
早
う
乗
ら
ん

鸞
怠
に
出
す
さ
か
い
。
コ
ピ
~
ぷ
）
嘉
と
い
て
乗
ら
ん
せ
。

偉
い
へ
げ
た
れ
ぢ
ゃ
な
。
」
北
「
エ
ヽ
何
花
ぬ
か
し
や
ア
か
る
。

氣
の
つ
え
え
べ
ら
ぼ
う
だ
。
」
・
・
・
・
船
は
口
十
ひ
ら
か
た
と
い
へ
る

六
五

虞
近
く
な
り
た
る
と
見
え
、
商
船
こ
4

に
漕
ぎ
寄
せ

l
¥、
商

人
「
飯
く
ら
は
ん
か
い
。
酒
の
ま
ん
か
い
。
サ
ア
／
＼
皆
起
き

く
さ
れ
。
ょ
う
ふ
さ
る
奴
ぢ
や
な
。
」
卜
此
船
に
つ
け
一
」
遠
應

と
え

な
く
苫
ひ
き
ひ
ろ
げ
わ
め
き
立
つ
る
。
こ
の
商
船
は
、
も
の
い

ひ
が
さ
つ
に
い
ふ
を
名
物
と
す
る
こ
と
、
人
の
よ
く
知
る
所
な

り
。
汲
言
葉
に
買
言
葉
な
れ
ば
、
の
り
合
「
コ

lJ
ャ
阪
持
て
う

せ
い
。
ぇ
い
酒
が
あ
る
か
い
。
」
北
「
い
か
さ
ま
股
が
へ
っ
た
。

わ
れ

こ
4

へ
も
飯
を
韻
お
ま
す
。
」
岡
人
「
汝
も
飯
食
ふ
か
、
ソ
レ

わ
る

食
ら
へ
、
そ
っ
ち
ゃ
の
流
は
ど
う
ぢ
や
い
や
い
。
ひ
も
じ
さ
ぅ

な
額
し
て
け
つ
か
る
が
、
錢
が
な
い
か
い
。
」
廂
「
イ
ヤ
こ
の

べ
ら
ぼ
う
め
、
何
を
ふ
ざ
き
や
ア
が
る
。
」
の
り
合
「
こ
の
汁
は
、

味
な
い
代
り
、
根
か
ら
ぬ
る
う
て
い
か
ん
わ
い
。
」
湖
人
「
ぬ
る

か
ア
水
ま
は
し
て
食
ひ
花
れ
。
」

Q

り
合
「
何
ぬ
か
す
ぞ
い
。
そ

ご

ほ

う

ピ
エ
此
の
芋
も
午
芳
も
腐
つ
一
工
け
つ
か
る
。
」
潤
人
「
そ
の
筈

ぢ
や
0

え
い
所
は
皆
内
で
漱
い
て
く
て
し
ま
ふ
わ
い
。
」
長
崎

ふ

と

う

「
イ
ヤ
此
奴
、
大
胴
な
や
つ
ょ
ォ
。
い
か
な
ち
う
つ
る
ば
つ
一
J

ん
、
そ
の
ぬ
か
し
ゃ
ぅ
ば
い
。
」

ま
だ
此
悪
口
雑
言
の
應
酬
炉
絞
く
。
是
が
三
十
石
船
客
と
く
ら

わ
ん
か
船
頭
の
附
習
で
あ
る
。
仙
が
馬
琴
も
「
覇
旅
没
録
」
に
是

に
し
、
本
居
大
平
の
「
有
馬
日
記
」
に
喜
多
村
伯
節
の
「
焙

]
に
、
四
澤
一
風
の
「
女
大
名
丹
前
能
」
に
も
片
影
が
見

三
十
石
舶
の
文
學
に
は
四
鶴
の
諸
作
品
、
北
條
闊
水
の

え
る
。



「
一
夜
船
」
、
並
木
正
―
―
一
の
十
石
罰
始
」
、
上
田
秋
成
の
「
腑

大
小
心
録
」
共
他
敗
へ
切
虹
な
い
。
落
語
に
舟
石
が
あ
る
。

枚
方
の
堤
は
て
な
き
夕
月
に
狛
曳
く
か
げ
の
た
ぇ
す
も
あ
る
か

な

脳

終

集

伊

叢

千

廣

氾
記
。
拙
稿
疲
濫
後
、
朦
塚
編
輯
長
よ
り
、
紙
敷
に
衛
餘
裕
が
あ
る
か

ら
、
言
足
ら
ぬ
所
を
、
補
足
す
る
よ
う
に
と
の
怨
臆
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で

要
求
の
あ
っ
た
「
く
ら
わ
ん
か
舟
」
の
語
源
及
飲
食
物
に
就
て
瓢
か
記
述

す
る
。

に
う
り

此
舟
は
、
業
者
自
身
で
は
「
茶
舟
」
叉
は
「
貨
食
舟
」
と
稲
し
た
。
こ

れ
の
微
證
は
、
現
在
大
阪
の
住
吉
大
祉
に
獣
じ
た
鐙
籠
が
残
っ
て
ゐ
て
、

は
し
ら
も
と

茶
舟
の
銘
が
あ
り
、
大
阪
府
杜
本
の
葉
閻
家
記
録
に
も
「
煮
衷
茶
船
」

と
あ
り
、
ま
た
「
放
方
茶
舟
」
「
柱
本
茶
舟
」
と
記
さ
れ
、
公
儀
に
折
梱

、
す
る
時
の
公
栂
で
あ
っ
た
。
放
方
の
賠
井
家
は
茶
舟
を
家
琥
と
し
て
ゐ

に
う
り

る
。
地
誌
類
、
例
へ
ば
「
河
内
名
所
岡
會
」
に
は
「
貨
食
粘
」
「
澱
川
雨

に
う
り

岸
云
"
~
」
に
も
「
貨
食
朗
」
と
梱
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
「
く
ら
わ
ん
か
舟
」

と
は
い
つ
頃
か
ら
呼
ぷ
椋
に
な
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
勿
論
其
喪
屁

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
批
間
の
俗
稲
で
あ
ら
う
。
し
か
し

「
五
殻
内
査
物
闘
會
」
に
は
既
に
「
く
ら
わ
ん
か
舟
」
と
い
う
名
を
用
い

て
ゐ
る
。
茶
舟
の
名
は
案
外
古
く
「
大
坂
胴
林
天
滴
千
句
」
に
素
玄
の

「
茶
舟
一
艘
川
水
の
月
」
の
旬
が
あ
り
、
「
俳
諧
一
一
一
部
抄
」
に
、
全
出
地
丸

批
の
「
豆
腐
／
＼
霊
さ
し
下
ナ
茶
舟
哉
」
の
句
が
あ
る
。
金
澤
兼
光
の

「
和
咬
船
川
集
」
に
は
「
茶
舟
」
を
解
説
し
て
「
摘
州
川
点
何
物
辿
送
の

舟
、
拾
石
和
な
り
。
又
屋
形
茶
舟
布
。
其
名
も
と
茶
を
煮
て
斑
し
航
な
る

淀
川
一
二
十
布
郎
と
く
ら
わ
ん
か
舟

よ
し
。
遊
山
舟
の
名
と
も
す
べ
し
。
其
制
、
海
舟
作
り
に
し
て
衰
川
を
行
、

瀬
越
舟
と
す
べ
し
。
上
荷
と
は
制
各
別
な
り
。
或
は
江
戸
茶
舟
と
言
出
、

名
は
同
じ
う
し
て
制
造
媒
な
り
。
」
と
記
し
て
あ
る
。
喜
多
討
位
節
の
ー
紐
~

遊
笑
咄
」
に
水
説
明
が
あ
り
。
結
局
茶
舟
は
日
本
全
國
の
将
通
名
詞
で
あ

る
が
「
く
ら
わ
ん
か
舟
」
は
淀
川
惑
門
の
固
有
名
詞
と
な
る
。
他
に
は
絶

勁
こ
の
名
は
見
出
し
得
な
い
。
そ
れ
程
糾
頭
の
粗
野
な
言
薬
遣
が
有
名
で

あ
っ
た
。
因
み
に
販
毀
物
は
僻
頭
自
身
の
翌
牒
に
「
放
方
名
物
く
ら
わ
ん

か
、
茶
碗
酒
、
こ
ろ
も
飾
、
牛
功
汁
、
く
ら
わ
ん
か
／
＼
、
高
い
か
安
い

か
、
放
方
で
高
い
の
は
楽
鍛
寺
、
ま
だ
屯
高
い
の
が
、
四
百
出
し
て
の
浦

限
番
、
ま
だ
も
高
い
の
が
茶
舟
の
牛
努
汁
く
ら
わ
ん
か
い
」
と
あ
る
に
よ

り
知
ら
れ
る
。
現
在
は
く
ら
わ
ん
か
餅
の
み
で
最
近
く
ら
わ
ん
か
料
理
が

考
案
さ
れ
た
。

六
六




